
第３学年１組  国語科学習指導案 
令和４年１１月１５日（火）第５校時 

                                

           

１ 単元名・教材名  変身する食べ物！博士になって本作り～書き方の工夫をいかして～ 

「すがたをかえる大豆」「食べ物のひみつを教えます」 

２ 児童の実態と本単元の意図 

（１） 児童の実態 

① 話題の中心や問いに対する答えを見つける学習 

  児童はこれまでに、３年生の「読むこと」の単元「言葉であそぼう／こまを楽しむ」の学習で、「初め」

「中」「終わり」といった段落のまとまりがあることや一つの段落にひとまとまりの内容が書かれているこ

と、各段落の内容の中心を見つけることを学習した。この学習では、説明文全体の話題を捉えることや、初

めに書かれた「筆者の問い」に対する、「答え」にあたる部分を見つけられる児童が増えた。しかし、「中」

の例が書かれているところを読む際、五分の一程度の児童が自力で問いに対する事例が書かれている部分を

見つけられなかった。日常生活においては、話の中心を捉えて読んだり聞いたりする力に個人差が大きく、

よくできる子に手伝ってもらう児童が多いという実態もある。そこで、筆者の書き方を知る学習を通して、

「読む」や「聞く」の活動において、話題の中心を捉えたり、問いに対する的確な答えを見つけたりするこ

とができように育てていきたいと考える。 

 ② 自分の思いに合わせて文を書く活動 

「こまを楽しむ」の学習では、終末で、教材文に出てくるこまの中から遊んでみたい物を選び、理由を加

えて友達に説明する活動もした。その際、遊びたいこまを選ぶことはできたが、その理由を考えることに戸

惑った児童がいた。そこから、児童は選ぶことはできるが、「説明の仕方が思い浮かばない可能性があるこ

と」「何のために伝えるのか必要性を感じられていないこと」「まだ、本文の内容を十分に捉えられていない

こと」の 3点が考えられた。１・２点目については、相手意識や目的意識のある言語活動の設定により、改

善が期待できると考えられる。３点目については、２学期から、話を聞くときに話題の中心を捉えて、それ

に対する自分の考えを自力で書ける児童を増やそうと考えた。そこで、本校で取り組んでいるお話朝会の振

り返りカードを書くときに、話している人の話題の大事なところを聞き取ってメモを取らせるようにした。

朝会後には、必ず何について話していたかを確かめて板書した。メモをとれていない児童にも、改めて話の

中心を確認させてから、自分がどのように行動していきたいかを、自分の言葉で表現できるように意識づけ

てきた。また、話題のメモが抽象的な場合には、自分の実生活と結び付けられるように、具体的な事例を挙

げつつ、書き方を示してきた。成果として、話や文の中の要点を捉えて学習に取り組み、自分の考えを表す

ときに伝えたいことを具体的にして伝えられる児童が少しずつ増えてきた。しかし、説明するために必要な

情報は何か考えたり、自分の表したいことの思いに沿って書いたりすることは、まだ難しい児童も多い。 

そこで、「すがたをかえる大豆」で学習したことを生かしつつ、「食べ物のひみつを教えます」で自分の紹

介したい食材を選び、科学読み物で調べて書いた説明文を栄養士に伝えるという活動をしていく。この活動

を通し、話の内容の中心を決めて、伝わりやすい文章を書くためにはどのように情報を集め、使っていくの

がよいか、比較や分類する力を身につけさせたい。そして、分かりやすく説明するために順序立てたり、資

料を用いたりして文章を書こうとする力を育てていきたい。 

（２）本単元の意図 

   本単元は学習指導要領〈知識及び技能〉の（２）イ「比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め

方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や辞典の使い方を理解し使うこと」と〈思考力、判断力、表現力

等〉の「B書くこと」（１）ウ「自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方
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（略） 



を工夫すること」、「C 読むこと」（１）ア「段落相互の関係に注目しながら、考えとそれを支える理由や

事例との関係などについて、叙述を基に捉えること」を受けて設定している。 

 

 

 

 

 

指導にあたっては、三つの段階で指導を展開していく。 

第１次では、学習の見通しをもたせる。 

まず、単元名とリード文を読み、学習目標を確認させる。次に、写真を見せながら範読を行い、説明文の話

題の概要を掴ませる。その際に、「大豆以外にもすがたをかえる食材」を想起させ、自分が選んだ食材について

分かりやすく書けているか栄養士に読んでもらい、にこにこルーム前に掲示することを伝え、目的意識と相手

意識をもって学習に取り組めるようにする。さらに、栄養士の感想をもとにして自分の書きぶりを見直し、1

冊の本にまとめていくことで、読み手に分かりやすい文章を書こうとする意欲付けをしたい。その際、担任が

作成した大豆以外の食べ物についての読み物を見せて、学習のゴールの見通しをもたせたい。 

第２次では、本文をくわしく読み、読み手に分かりやすく伝えるための書き方の工夫を見つけていく学習を 

する。 

初めに、段落を確かめ、「初め」「中」「終わり」の文章構成を捉えさせる。その際、「すがたをかえる大豆」

では、「初め」の文の中に「問い」にあたる部分がないことをおさえることで、話題の中心が何かを考えさせた

い。また、大まかな話の流れを掴ませるために「中」の本文に書いてある大豆の姿の変え方を表す「にる」や

「いる」といったキーワードを見付けさせて、文章の全体像を確かめさせる。 

次に、前時に学習をした「にる」や「いる」といった調理の仕方に用いる語句を国語辞典で調べさせ、内容

の理解を深めさせることと同時に、児童が日常の中で使える語彙を増やしたい。さらに、「初め」に書かれてい

ない「問い」の文を考えさせることで、次時の学習の際、「中」の各段落から大事な文を探し出すための手立て

としたい。問いの文を考えにくい時には、すがたを変える大豆の工夫を表す言葉が「はじめ」の「おいしく食

べる工夫」につながっていることに注目させて、「問い」の文を考えさせる根拠にできるようにしたい。 

 そして、「初め」の「問い」の文を受けて、「中」の文章が書かれていることをおさえ、各段落の答えに当た

る部分を見付けさせる。その際、各段落の工夫に注目して、「中」がどうしてその順序で書かれているのか考え

させる。大豆の形やすがたを変えるときの手間を本文や写真から見つけさせて、「中」の並びの理由を考えさせ

ていく。また、事例の順序に合わせてつなぎ言葉が用いられていることをおさえて文の書き方を学習していく。 

 ここまでに学習したことを振り返らせながら、児童が興味をもてる食材を探す活動に入っていく。まずは、

筆者の説明の仕方の工夫を改めて確認させる。そして、説明文を書くことと自分の興味とをつき合わせて、ど

の食材にするか選ぶために、複数の科学読み物を読ませて、感想を交流させる。友達の話を聞きながら、どの

食材について説明したいか関心を高めさせていきたい。 

 第 3次では、筆者の書き方の工夫を用いて「書く」活動をしていく。まずは、食材を決めて調べたことをジ

ャムボードにまとめさせる。その際、段落の中心になる「食べ物がすがたを変えるための工夫」を考えて付箋

機能に記入させる。児童は他の人が知らない難しいことや初めて知ったことを事例として多く取り上げようと

することが予想されるため、筆者の事例や写真資料の用い方を振り返らせながら科学読み物で情報を集めさせ

ていきたい。 

 次に、ジャムボードで付箋を動かして整理しながら、事例の順序を考えさせる。順序の意図が相手にもきち

んと伝わるか、読み合って確認させ、より分かりやすい説明文を書くことを目標に話し合わせていきたい。順

序について考えた後は、下書きを行い漢字や文字が正しく使われているか確かめてから清書をさせていく。 

身に付けさせる資質・能力 

・自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫する力 

・段落相互の関係に注目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を

基に捉える力 
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 最後に友達の文の発表を聞き、栄養士に読んでもらう代表の説明文を決める。代表の説明文のどのようなと

ころが分かりやすいかを考えさせたり、栄養士に感想をもらった説明文と自分が書いた説明文を比較させて、

似たように書けたところを探したりすることで、上手に書けたところを見つけて、まとまった文章を書くこと

に自信をつけさせたい。 

 

３ 研究主題との関わり  

 

 

 

   本研究で目指す「確かな学力と豊かな心が育っている児童」とは、「生きて働く力を身に付けている子」で

ある。「生きて働く力」とは、「学習の基本となる確かな国語力を身に付け（語彙力）、自分の思いや考えを、

伝え合いや学び合いを通して広げ深める力（表現力）」と考える。そのためには、児童の実態を正しく把握

し、年間を通して確実に指導事項が身に付くように、単元を通して付けたい資質・能力を見極め、言語活動

を通して指導していく。 

   そこで、本単元では、次のような手だてを考えた。 

 

 

 

 

〈 手だて 〉 ○本づくりをするために分かりやすい文の書き方を知る言語活動 

学習のゴール「博士になって本をつくろう」に向け、主体的に学ぶための手だてとして、児童の調べたい

という思いや上手に説明したいという思いを大切にした学習活動を設定する。そのために、筆者の書き方の

工夫を確かめた上で、自信をもって書く活動が進められるようにしていく。また、どの学習過程でも、上手

に書けているか栄養士に読んでもらうという相手意識をもたせて、読み手に分かりやすく書く必要性を感じ

させながら書き方の工夫について考えていく。そして、学習内容を自分事として捉えて主体的に学び、栄養

士から代表児童にもらった感想をもとに、自分の説明文の書きぶりを見直して、部分的にでも書けたという

達成感を味わわせ、みんなで学ぶよさを感じ、生きて働く力が育つだろうと考える。 

 

 

 

 

〈 手だて 〉 〇友達との対話を通して、自分の書いた説明文の順序性を考える活動 

  説明文を書くために集めた情報をもとに、すがたをかえる食べ物の工夫の事例を、どのような順序で書く

のがよいか話し合いを行う活動を設定する。自分の思いに沿って並べた文章を、友達との対話を通して、分

かりやすく書けたか考えたり、自分の書き方と友達の書き方を比較してよりよい説明文を書こうとしたりす

る学習をしていく。その際、栄養士に読んでもらうことやにこにこルーム前に掲示し、他の学年にも読んで

もらうことを意識させる。また、同じ食べ物を選んでいる児童同士でも、調べた内容によって言葉や文の書

き方に違いがあることをおさえる。そうすることで、自分ひとりで考えるよりも複数人の考えが入ること 

で語彙を増やしたり、上手な書き方が分かったりするなど、幅広い考えを知ることができることに気付かせ、

話し合うよさを感じて考えを広げ深めることができるだろうと考える。 

 

                 

研究主題『確かな学力と豊かな心を育てる国語教室』 

～生きて働く力を育てる指導法の工夫～ 

仮説① 

 単元を通して付けたい資質・能力を明確にし、その力を付けるための言語活動を設定する。言語活動（学

習のゴール）に向けて、主体的に学び、学ぶ楽しさを味わうことにより、生きて働く力が育つであろう。 

仮説② 

 単元を通して、相手意識・目的意識をもった学習活動を工夫する。協働的に学び合う場を設定し、互いの

思いや考えを主体的に伝え合い、考えを広げ深めることにより、生きて働く力が育つであろう。 
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４ 単元の目標 

（１）比較や分類の仕方、辞書の使い方を理解し使うことができる。        〈知識及び技能〉(２)イ 

（２）自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫することができる。               

〈思考力、判断力、表現力等〉B(１)ウ 

（３）段落相互の関係に注目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉

えることができる。                    〈思考力、判断力、表現力等〉C(１)ア 

（４）言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合うとす   

る。                                 〈学びに向かう力、人間性等〉                             

 

５ 本単元で取り上げる言語活動 

  ・自分が調べたいと思った食べ物について調べたことをまとめて、栄養士の名倉先生に読んでもらう。 

                       （関連：Ｂ書くこと 言語活動例ア） 

 

６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

比較や分類の仕方、必要な語

句などの書き留め方、引用の

仕方や出典の示し方、辞書や

辞典の使い方を理解し使っ

ている。      

（(２)イ） 

 

① 「書くこと」において、自分の考えとそ

れを支える理由や事例との関係を明確に

して、書き表し方を工夫しようとしてい

る。         （B（１）ウ）          

② 「読むこと」において、段落相互の関係

に注目しながら、考えとそれを支える理

由や事例との関係などについて、叙述を

基に捉えている。   （C（１）ア） 

言葉がもつよさに気付くとと

もに、幅広く読書をし、国語

を大切にして、思いや考えを伝

え合うとしている。  

 

７ 単元の指導と評価の計画（全１５時間） 

次 時 主な学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

 

〇単元名とリード文から、

学習の到達点を確かめ、

単元全体の見通しをも

つ。 

〇学習課題の確認 

〇単元全体の見通し 

・すがたをかえて食品になる

材料についての説明例の提

示 

〇大豆の加工食品の実物や写真な
どを提示することで、説明文の
概要をイメージとしてつかませ
る。 

〇学習のゴールとして「栄養士の
名倉先生に自分が書いた説明文
を読んでもらう」ことを伝え
る。 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

〇段落を確かめて文章全体

の組み立てを捉える。 

〇「中」で挙げられている

事例を言葉に注目して探

す。 

・一人学び 

〇初め・中・終わりの段落  

 の構成 

〇段落構成とその役割の大ま

かな内容 

〇初め・中・終わりの役割をおさ

える。 

〇初めに問いがないことをおさえ

る。 

〇中の段落について短い言葉で書

き抜かせる。 

 

 

 

 

【思考・判断・表現②】 
発表・記述 
・中で挙げられている事例を

短い言葉で抜き出しワーク
シートにまとめている。 
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３ 

〇すがたを変える工夫とし

て扱われている言葉を調

べる。 

・一人学び 

〇文章の説明内容にあった

「問い」を考える。 

・ペア学習 

〇食材に手を加えるときに用

いられる言葉やその意味 

 

 

〇文章全体の話題の確認 

〇意味を正しく理解して言葉を用

いる大切さをおさえる。 

 

〇日常生活の中につながる語彙を

増やす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
 

 

〇「中」の段落の中心にな

る文を見付けて、大事な

一文がどこに書かれてい

るか確かめる。 

・グループ学習 

・一人学び 

〇初めと中の段落の関係 

〇各段落の中心になる文 

〇段落の中心は初めに書かれ

ていること 

 

 

〇中心になる文を見付けさせると

きに、教材名に立ち返って、す

がたをかえるための工夫を探さ

せる。 

〇見つけた工夫を短い言葉でまと

めさせる。 

〇段落の中心の一文の位置を変え

て、最初に書かれている理由を

考えさせる。 

 

 

 

 

 

５ 
 

本 

時 

〇「中」の中心になる一文

をもとに、筆者の書き方

の工夫を考える。 

〇分かりやすい説明をするた

めの例の挙げ方 

〇写真資料と文の関係 

・大豆の形を残した物から形

の無い物の順序で説明され

ているという順序性 

〇つなぎ言葉 

  

 

 

 

 

〇写真と短冊を用いて、中の段落

の順序性を考えさせる。 

〇「次に」などの順序を示す言葉

に注目させる。 

 

 

【知識・技能】 
発表・記述・観察 
・辞書を用いて言葉の意味を
調べ、ワークシートにまと
めている。 

【思考・判断・表現②】 
発表・記述・観察 
・「初め」や「中」から話題を
捉え、そこから筆者の書か
なかった問いを考えてい
る。 

【思考・判断・表現②】 
発表・記述 
・各段落の中心になる文を見 

付け、叙述を基に順序性を 
考えている。 

３－１－５ 

【思考・判断・表現②】 
発言、記述 
・段落相互の関係に注目し
ながら、考えとそれを支え
る理由や事例との関係な
どについて、叙述を基に捉
えている。 



６ 

 

 

〇ここまでの学習を踏ま

え、筆者の説明の仕方の

工夫をまとめる。 

 

〇他の食べ物を扱った本を

読み、内容や説明の工夫

について感想を伝え合

う。 

・グループ学習 

〇筆者の説明の仕方の工夫 

〇いろいろな食材の科学読み

物 

〇段落相互の関係と中の順序性

や、それを表す言葉についてま

とめさせる。 

〇食材の科学読み物を読む時間を

確保し、いろいろな中から自分

がもっと詳しくなりたい食材を

選ばせる。 

 

７ 

〇ここまでの学習を振り返

る。 

〇科学読み物での調べ方 

〇奥付（初出） 

 

〇既習の「科学読み物」「目次」

「さくいん」などをおさえる。 

〇引用するときに見るべき部分と

して奥付を教える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

８ 

～ 

10 

〇これから学習する内容に

見通しをもち、今後の学

習計画を立てる。 

 

〇自分の調べたい食材を決

めて調べる。 

・一人学び 

 

〇調べた内容を整理する。 

・一人学び 

〇書く活動から栄養士に読ん

でもらうまでの見通し 

 

 

〇説明文を書くための情報の

集め方（集めるための視

点） 

 

〇読み手に分かりやすい文の

書き方 

〇第５時のワークシートを用いて

分かりやすい説明文にするため

のポイントをおさえる。 

 

〇集めた情報はジャムボードにま

とめさせていく。  

 

 

〇自分がよいと思った事例だけを

あげるのではなく、読み手にと

って身近で分かりやすくなるよ

うに情報を比較したり、分類し

たりしながら整理させる。 

【思考・判断・表現②】 
記述 
・筆者の説明の工夫をもとに

科学読み物の書き方の工夫
を見つけてワークシートに
書いている。 

【主体的に学習する態度】 
観察・発言 
・文章を書くために、本やイ

ンターネットを用いようと
考え、自分に合う物を選択
している。 

【思考・判断・表現①】 
観察・記述 
・集めた情報を比較・分類し、

分かりやすい文を書くため
に整理している。 

３－１－６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
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〇組み立てと例の書き方を

考える。 

・ペア学習 

〇文章の下書きをする 

〇清書をする。 

〇読み手に分かりやすい説明

文を書くための順序・段落

構成 

 

〇見直しの仕方 

〇順序性を示す言葉を付箋で追加

し、自分なりの順序を考えさせ

る。 

〇ジャムボードで順序を組み立

て、ペアで交流させる。 

〇ジャムボードの付箋を基に、説

明文の下書きをさせる。 

〇できあがった文はペアで読み合

い推敲させる。 

14 

 

15 

〇完成した説明文をクラス

で発表し、分かりやすい

と感じた作品を投票で選

び、よく書けたものを 2

点決める。 

 

 

〇栄養士から代表者にもら

ったコメントをもとに自

分の説明文を読み直し修

正したものをにこにこル

ーム前に掲示する。 

 

〇掲示後、クラスでまとめ

て一冊の本にする。 

 

〇単元の学習をふり返る。 

〇分かりやすい説明文の構成 

〇分かりやすく伝えるための

読み方 

 

〇ムーブノートを用いて、書き上

げた文を写真でとり、全体に共

有をかけて読み合わせる。 

〇簡単にコメントを書かせて、書

き上げた達成感を味合わせる。 

 

 

〇代表者の説明文を読んで、自分

の書いた文を見なおし、本にし

ていくために、さらによくでき

そうなところはないか探させ

る。 

〇自分の説明文と代表者の説明文

を読み比べ、栄養士や他学年の

児童が読んだときに分かりやす

く伝えるために修正を加える。 

 

 

 

 

 

【主体的に学習に取り組む
態度】 
観察・記述 
言葉がもつよさに気付くととも

に、幅広く読書をし、国語を大切

にして、思いや考えを伝え合うとして

いる。  

 

【主体的に学習に取り組む
態度】 
発表・記述 
・友達の書き方のよさや栄養
士のフィードバックを基
に、自分が上手にかけたこ
とについて振り返ってい
る。 

３－１－７ 



８ 本時の展開  （５／１５時間） 

（１） 目標 

「中」の例の書き方やその順序などの説明の仕方の工夫を見つけることができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉C（１）ア〉 

 

（２） 評価規準 

「読むこと」において、段落相互の関係に注目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係など

について、叙述を基に捉えている。                   【思考・判断・表現②】 

 

（３）展開 

学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 時間 

１ 前時に見つけた「中」

大豆がすがたを変える

ための工夫を読みなが

ら並び順を確認する。 

 

２ 本時のめあてを確か

める。 

 

 

３ 順序性の根拠を探し

ながら音読をする。 

 

４ 筆者の書いた「中」の

段落の順序の理由を考

える。 

・ひとり学び 

 

・グループ学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「中」の中心の文 

 

 

 

 

〇めあての把握 

 

 

 

〇順序性の根拠 

 

 

〇「中」の順序性 

〇つなぎ言葉 

〇画像資料の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇例に合わせて写真も並べ、写真と文をつな

げて捉えさせる。 

〇文の並び方の理由を児童に問い、児童に画

像資料や本文の言葉を基にして説明して

いくように伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

〇画像資料を見て、大豆のもとの形に近い写 

真からだんだん大きく姿が変わる調理法 

になっていることを気付かせる。 

〇画像資料と関連する本文中の言葉を見付

けさせる。 

〇考えをワークシートに書かせて、グループ

で話合いをさせる。 
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〈評価場面〉 
【思・判・表②】 
 
〈評価方法〉 
発言、記述 
・叙述や画像資料を基に順序性を考えてい

る児童をＢ評価とする。 
 
〈努力を要する状況(C)への手だて〉 
・画像資料の大豆の形に注目させて説明を

考えるように促す。 

○め  どうして筆者がこのじゅんじょで書いたのだろう。 
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〈期待される児童の反応の例〉 
・写真は大豆の形のままの物から、形がない物の順番にな

っている。 
・後の段落にいくほど、文が長くなっている。 
・文が長くなるのは、たくさん説明をしているから。 
・説明がたくさんあるということは、料理の仕方が難しい

と思う。 
 



５ 全体で交流して、順序

性について確かめる。 

 

 

 

 

 

６ つなぎ言葉について

知る。 

 

７ 本時の学習について

まとめる。 

 

 

 

８ 本時の学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

〇説明文の読みやすい順序

性 

 

 

 

 

 

〇つなぎ言葉の使い方 

 

 

〇分かりやすい説明文の書

き方の工夫 

 

 

 

〇振り返りの視点 

・今日の学習で学んだこと 

〇今後の学習の見通し 

〇４で見つけたことをもとに、筆者がどのよ

うな理由で「中」を並べていたのかをまと

めるよう助言する。 

〇言葉でまとめやすいように話型を提示す

る。 

 

 

 

 

 

〇つなぎ言葉で、より順序が分かりやすくな

っていることをおさえる。 

 

 

 

〇本時の学習で学んだことを自分の言葉で

まとめさせる。 

〇自分でまとめるのが難しい児童には、話型

を提示し、言葉を当てはめて書くことを助

言する。 

 

〇本時のまとめと子どもの振り返りをもと  

 に分かりやすく書くためのこつを知った

ことをおさえつつ、書く活動で上手に書け

るように意欲づけする言葉がけを行う。 
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９ 板書計画 

 

 

 

 

 

〈期待される児童の反応の例〉 
・筆者は読む人が読みやすいように「見た目が大豆に  

にているもの」から書いた。  
・筆者は読む人が読みやすいように「作りやすいもの」か

ら書いた。 
 

○ま  筆者は読む人がわかりやすいような順序で書

いている。 

〈期待される児童の振り返り〉 
・分かりやすい順番になるように書きたいと思いました。 
・順番をよく考えて名倉先生に伝わるように書きたいと思い

ました。 
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